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研究成果の概要： ウシの増体や乳生産のために重要な成長ホルモンの分泌が、光環境あるいは

光環境によって形成されるウシの活動リズムによってどのような影響を受けるかを明らかにす

るため、1日のうち 12 時間を明期、12時間を暗期とする光環境下でウシを飼育し、活動量と血

液中成長ホルモン濃度の 1日の変化を調べた。その結果、成長ホルモンの分泌は、活動量の少

ない暗期において明期よりも多いこと、また、暗期に光を浴びると成長ホルモンの分泌が抑制

されることなどが明らかになった。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度 1,700,000 510,000 2,210,000 

２００８年度 1,800,000 540,000 2,340,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

 
 
研究分野：神経内分泌学 

科研費の分科・細目：畜産学・獣医学・応用動物科学 

キーワード：ウシ、成長ホルモン、明暗環境、リズム、視床下部、神経伝達物質、睡眠 

 

１．研究開始当初の背景 

 家畜としてのウシの生産性に重要な役割

を演じている成長ホルモン（GH）分泌は、栄

養状態や環境などの要因の影響を受ける。環

境要因のうち、光そのものや光環境の変化に

伴って形成される活動のリズムが GH 分泌に

重要な影響を及ぼすことがヒトにおいて示

唆されていたが、ウシにおいてはこの点につ

いてほとんど明らかになっていなかった。 

 

２．研究の目的 

 本研究では、今まで存在が明確でないとさ

れていたウシ GH 分泌のリズムの有無を検討

し、さらにそれに及ぼす光刺激及び明暗周期
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に伴って形成される活動リズムとの関係を

明らかにすることを目的とした。 

 

３．研究の方法 

(1)ウシを 12 時間明期(6:00-18:00):12 時間

暗期の明暗環境(12L:12D)に馴致し、明期、

暗期、早朝（暗期と明期のトランジションを

含む）及び暗期における 1時間の光暴露、の

4区においてそれぞれ4時間ずつ15分毎に採

血を行い、血中の GH 濃度を測定した。 

(2)ウシを 12L:12D の明暗環境に馴致し、予

め装着した第 3脳室内留置カニューレから脳

脊髄液（CSF）を、頚静脈カテーテルから血

液を、1 時間毎に採取し、CSF 中のセロトニ

ン及び血中の GH 濃度を測定するとともに、

後頭部に装着した小型加速度計を用いてウ

シの活動を測定し、それぞれの 24 時間にわ

たる動きを検討した。 
 
４．研究成果 

(1)ウシ GH は、暗期において明期にくらべそ

の分泌量が高くなっていることがわかった。

また、暗期における GH 増加は、1 時間の光暴

露により抑制され、暴露後に暗期に戻ると上

昇を始めること、また、早朝の点灯時にはこ

のような減少が見られないことが明らかと

なった。これらのことから、ウシ GH 分泌が

明暗環境変化の影響を受けること、特に夜間

の光刺激が GH 分泌に抑制的に作用すること

が示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 1:暗期における 1 時間の光暴露は、上昇 

   したウシ GH 分泌に抑制的に作用する

(Kasuya et al. (2008) J Anim Sci) 

(2)12L:12D の明暗環境に馴致されたウシに

おいて、GH 分泌及び活動リズムは一定のリズ

ム(GH：24 時間に 4回のピーク、活動リズム：

明期に高く暗期に低い)を示すことが明らか

となった。CSF 中セロトニン濃度については、

明確なリズムが見られなかった。これらのリ

ズムの形成には、光が重要な役割を演じてい

ることが示唆された。 
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